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令和４年４月１９日 

 

令和４年度病害虫発生予報第１号 

 

                          長崎県病害虫防除所長 

 

【予報の概要】 

 

    

  農作物名 

 

 

       病 害 虫 名 

     発 生 程 度 

  現  況   予  想 

 麦  類 うどんこ病 

赤かび病 

並  

並 

並  

やや多 

ばれいしょ 疫病 

アブラムシ類 

ジャガイモガ 

並  

少  

並  

並  

少  

並  

トマト 黄化葉巻病 

灰色かび病 

コナジラミ類 

並  

並  

やや多  

並  

並  

やや多  

いちご 

（本圃） 

灰色かび病 

ハダニ類 

アザミウマ類 

少  

並  

並  

少  

やや多  

並  

かんきつ ミカンハダニ やや少  やや少  

なし 赤星病 

黒星病 

アブラムシ類 

少  

少  

少  

少  

少  

少  

果樹共通 カメムシ類 少  少  

茶 カンザワハダニ 

チャノキイロアザミウマ 

クワシロカイガラムシ 

やや多  

少  

やや少  

やや多  

少  

やや少  

 

【発生予報】              本文の（      ）内は平年値 

 

麦 類 

 

１．うどんこ病  

（１）予報内容：発生程度 並 

（２）予報の根拠  

ア ４月前期の巡回調査（大麦９筆、小麦１５筆）の結果、発生を認めなかった

（大麦 発生を認めない、小麦 発病茎率０.０％、発生圃場率０.８％）。 

イ ４月３半旬の県予察圃場（無防除、諫早市）調査の結果、発生を認めなかっ

た（大麦 発生を認めない。 小麦 過去１０か年平均 ５.５％）。 

 

２．赤かび病 

（１）予報内容：発生程度 やや多 

（２）予報の根拠  

ア ４月前期の巡回調査（大麦９筆、小麦１５筆）の結果、発生を認めなかった

（発生を認めない）。  

イ ４月３半旬の県予察圃場（無防除、諫早市）調査の結果、発生を認めなかっ

た（発生を認めない）。 

 ウ 開花期（大麦では葯殻抽出期）が感染に好適な気象条件であった。 
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  エ 向こう１か月の気温は高く、降水量は並または多い見込みであり本病の発生 

に好適である。 

（３）防除上注意すべき事項 

   薬剤の種類によっては、麦種ごとに農薬使用基準が異なる場合があるので、 

使用にあたっては収穫前日数及び使用回数に特に注意する。 

 

ばれいしょ 

 

１．疫 病 

（１）予報内容：発生程度 並 

（２）予報の根拠 

 ４月前期の巡回調査（２４筆）の結果、発生を認めなかった（発病株率 

０.０％、発生圃場率０.１％）。 

 

２．アブラムシ類 

（１）予報内容：発生程度 少 

（２）予報の根拠 

ア ４月前期の巡回調査（２４筆）の結果、寄生株率は０.４％（６.４％）、発

生圃場率は８.３％（４４.３％）であった。 

イ 黄色水盤トラップ（雲仙市：中山間営農研究室調査）では、トラップ設置（３ 

月上旬）から成虫の誘殺が確認されているが、平年（過去５か年平均）より少な

い状況で推移している。 
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図 アブラムシ類の発生圃場率の推移
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３．ジャガイモガ 

（１）予報内容：発生程度 並 

（２）予報の根拠 

４月前期の巡回調査（２４筆）の結果、被害株率は０.１％（０.０％）、発

生圃場率は８.３％（１.０％）であった。 

 

トマト 

 

１．黄化葉巻病 

（１）予報内容：発生程度 並 

（２）予報の根拠 

４月前期の巡回調査（１２筆）の結果、発病株率は０.８％（０.２％）、発

生圃場率は２５.０％（１５.６％）であり、一部多発圃場が見られた。 

 

２．灰色かび病 

（１）予報内容：発生程度 並 
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（２）予報の根拠 

４月前期の巡回調査（１２筆）の結果、発病果率は０.４％（０.３％）、発 

  生圃場率は１６.７％（１６.７％）であった。発病葉率は０.５％（過去９か 

年平均１.０％）、発生圃場率は１６.７％（同 ２９.６％）であった。 

 

３．コナジラミ類 

（１）予報内容：発生程度 やや多 

（２）予報の根拠 

   ４月前期の巡回調査（１２筆）の結果、寄生葉率は７.８％（１.７％）、発

生圃場率は４１.７％（３７.５％）であり、一部多発圃場が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（３）防除上注意すべき事項 

ア 黄色粘着板等で本虫の発生状況を把握し、防除に努める。 

イ 薬剤抵抗性発達防止のため、同一系統（令和４年長崎県病害虫防除基準Ｐ 

１８６～１８９の「作用機構による分類（ＩＲＡＣ）」参照）の薬剤の連用 

を避けローテーション散布する。 

ウ コナジラミ類は葉裏に多く寄生しているので、かけむらがないように丁寧 

に薬剤散布する。 

エ マルハナバチを使用するハウスでは、影響の少ない薬剤を使用する。 

オ 施設内の雑草は、本虫の増殖源となるので除草を徹底する。 

カ 収穫終了後はハウスを密閉し、蒸し込みを行いハウス内に残存するコナジ 

ラミ類を殺虫し、ハウス外への分散を防ぐ。 

 

いちご 

 

１．灰色かび病  

（１）予報内容：発生程度 少 

（２）予報の根拠 

４月前期の巡回調査（２７筆）の結果、発病果率は０.０％（０.３％）、発 

生圃場率は３.７％（２１.６％）であった。 

 

２．ハダニ類 

（１）予報内容：発生程度 やや多 

（２）予報の根拠 

ア ４月前期の巡回調査（２７筆）の結果、寄生株率は１８.３％（１１.７％）、

発生圃場率は５５.６％（５９.９％）であった。 

イ 向こう１か月の気温は高い見込みであり、本虫の発生に好適である。 

（３）防除上注意すべき事項 

 ア 下葉の裏に多く寄生するので、薬液が下葉の裏に十分かかるよう丁寧に散布

する。 

 イ すでに多発している圃場では 1 回の散布のみでは、薬剤の付着ムラ等で効果

が不十分になる場合があるので効果を確認しながら数回散布する。 
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ウ 薬剤抵抗性発達防止のため、同一系統（令和４年長崎県病害虫防除基準Ｐ２

１６～２１９の「作用機構による分類（ＩＲＡＣ）」参照）の薬剤の連用を避

け、薬剤感受性低下の恐れが少ない気門封鎖剤や異なる系統の薬剤によるロー

テーション散布を行う。 

 エ 天敵を導入している圃場では、天敵に影響の少ない薬剤を散布する。ただし、

ハダニが多発している圃場では、天敵への影響は考慮せず効果の高い薬剤を散

布する。 
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R３植付

R２植付

平年

0

20

40

60

80

100

9後 10前 10後 11前 11後 12前 12後 1前 1後 2前 2後 3前 3後 4前 4後

発
生
圃
場
率
（
％
）

図 いちご ハダニ類 発生圃場率

R３植付

R２植付

平年

 
 

３．アザミウマ類 

（１）予報内容：発生程度 並 

（２）予報の根拠 

 ４月前期の巡回調査（２７筆）の結果、寄生花率は５.５％（過去６か年平 

均７.２％）、発生圃場率は５９.３％（同 ７０.１％）であった。 

 

 

かんきつ 

 

１．ミカンハダニ 

（１）予報内容：発生程度 やや少  

（２）予報の根拠 

４月前期の巡回調査（３６筆）の結果、寄生葉率は０.８％（３.５％）、発

生圃場率は１１.１％（３０.２％）であった。 

 

な し 

 

１．赤星病 

（１）予報内容：発生程度 少 

（２）予報の根拠     

４月前期の巡回調査（１２筆）の結果、発生を認めなかった（発病葉率 

０.０％、発生圃場率３.１％）。 

 

２．黒星病 

（１）予報内容：発生程度 少   

（２）予報の根拠 

４月前期の巡回調査（１２筆）の結果、発生を認めなかった（過去１０か年

平均発病葉率０.０％、発生圃場率０.８％）。 

（３）防除上注意すべき事項 

ア スピードスプレーヤで散布する場合は全列走行とし、園の周囲等で薬液が到

達しにくい場所は手散布を併用する。 

イ 薬剤抵抗性発達防止のため、同一系統（令和４年長崎県病害虫防除基準Ｐ４

１０～４１１の「作用機構による分類（ＦＲＡＣ）参照」）の薬剤を連用しな
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い。 

ウ 発生した葉や幼果は除去し、園外へ持ち出して適正に処分する。   

 

３．アブラムシ類 

（１）予報内容：発生程度 少 

（２）予報の根拠 

４月前期の巡回調査（１２筆）の結果、寄生新梢率は０.１％（０.３％）、

発生圃場率８.３％（２０.８％）であった。 

 

果樹共通 

 

１．カメムシ類 

（１）予報内容：発生程度 少 

（２）予報の根拠 

ア １月に実施したチャバネアオカメムシの越冬量調査の結果、常緑広葉樹林の

落葉中の虫数は平年より少ない（０.０頭／㎡、平年 ０.４頭／㎡）。 

イ 県予察圃場に設置したフェロモントラップにおいて、４月２半旬にチャバネ

アオカメムシの飛来を確認した。 

（３）防除上注意すべき事項 

フェロモントラップへの誘殺が確認されているため、びわ、なしなど果実の

ある園地へ飛来するおそれがあるので、園地をよく観察し発生が確認される場

合は防除を行う。 

   

茶 

 

１．カンザワハダニ 

（１）予報内容：発生程度 やや多 

（２）予報の根拠 

４月前期の巡回調査（１５筆）の結果、寄生葉率は２.５％（２.３％）、発

生圃場率は５３.３％（３７.５％）であった。 

（３）防除上注意すべき事項 

ア 葉裏にも薬液が十分かかるよう散布する。 

イ 薬剤抵抗性発達防止のため、同一系統（令和４年長崎県病害虫防除基準Ｐ４

３０～４３３の「作用機構による分類（ＩＲＡＣ）参照」）の薬剤を連用しな

い。 

ウ 薬剤散布に当たっては使用時期、使用回数等を確認し、使用基準を遵守する。 

 

２．チャノキイロアザミウマ 

（１）予報内容：発生程度 少   

（２）予報の根拠 

４月前期の巡回調査（１５筆）の結果、たたき落とし虫数（５回×４か所当

たり）は０.９頭（３.１頭）、発生圃場率は２６.７％（６４.９％）であった。 

 

３．クワシロカイガラムシ  

（１）予報内容：発生程度 やや少 

（２）予報の根拠 

４月前期の巡回調査（１５筆）の結果、寄生株率は１.４％（４.５％）、発生

圃場率は２６.７％（４０.２％）であった。 

（３）防除上注意すべき事項 

 ア 本虫第１世代のふ化盛期は、平年並～早いと予測される（表）。 

イ  向 こ う １ か 月 の 気 温 は 平 年 よ り 高 い 見 込 み で あ り 、 ふ 化 盛 期 が 早

ま る 可 能 性 が あ る の で 注 意 す る 。 今 後 の 予 測 は 当 所 の ホ ー ム ペ ー ジ
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で随時更新するので参考にする。  

ウ ふ化後の幼虫が１回脱皮してロウ質のカイガラを作りはじめると、薬剤の効

果が低下するので、ふ化盛期（５０％ふ化卵塊雌率が半数となった日）～ふ化

盛期５日後までに防除する。現地でふ化状況を調査している場合は、その調査

に基づいて防除時期を判断する。なお、同一地区内の圃場でも標高や土地条件

により気温が異なると、ふ化盛期が前後する場合があるので注意する。 

エ 株内の枝や株元に薬液がかかるように十分量散布する。 

オ 収穫中の園では、収穫終了後に防除を実施する。 
 
表  第１世代ふ化盛期予測日（４月１５日現在）  

 

 

 

 

 

 

※予測日は「有効積算温度則による防除適期予測法（農林技術開発センター茶業研究室）」に

より、東彼杵町太の原（農林技術開発センター茶業研究室による測定値）、五島市上大津

（アメダスデータ）で予測した。なお、４月１５日以降のデータは平年値を用いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

東彼杵町太の原 360 5/11 5/10 5/22 5/20

五島市上大津 77 5/10 4/24 5/10 5/8

地区名 標高（m） 令和４年 令和３年 令和２年
平年

（過去10ヵ
年）
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【参考】

要素別確率
低い 高い

(少ない) （多い）
気温 10 40 50

降水量 20 40 40
日照時間 40 40 20

(令和４年４月１４日発表　１か月予報　福岡管区気象台)

要素
平年並

※予報対象地域：九州北部地域
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令和４年の気象経過（長崎地方気象台）

 
 

○長崎県病害虫防除所の発行する情報の入手は、インターネットをご利用ください。 

長崎県農林技術開発センター 環境研究部門 病害虫発生予察室 

（長崎県病害虫防除所）ホームページ」アドレス：http://www.jppn.ne.jp/nagasaki/ 

○この情報に関するお問い合わせ                     

  長崎県農林技術開発センター 環境研究部門 病害虫発生予察室 

（長崎県病害虫防除所） ＴＥＬ：0957-26-0027 

http://www.jppn.ne.jp/nagasaki/

